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はじめに
 今回、発表する業務は中国地方整備局浜田河川国道事務所が
施行する、一級河川江の川改修事業に伴い必要となる用地測
量と用地調査業務を行ったものである。

（業務場所）島根県江津市桜江町地内

（履行期間）令和3年(2021年）11月18日
令和4年(2022年） 9月30日



①業務位置・事業概要

■大貫地区
■小松地区

■仁万瀬地区

■大口地区

法泉寺

日本海

国土地理院地図より引用



浜田河川国道事務所HPより引用



浜田河川国道事務所HPより引用

【大貫地区】



②本業務の概要
（本業務の内容）【大貫地区】
 一級河川江の川改修事業の予定地
（用地測量）

 ５．４８万ｍ２

 昭和６３年の国土調査

（用地調査）

 独立工作物7箇所、収穫樹、用材林、営業1事業所の調査算定

 栽培、収穫されている桑については標準書に単価の記載がないため単価の作成作業



②本業務の概要
（本業務の内容）【大口・仁万瀬・小松地区】 ※追加指示作業
 家屋河川事業による家屋個別移転に伴う３地区
（用地測量）

 １．６５万ｍ２

 昭和６０年の国土調査

 一部地権者の主張を受け関係機関との協議のうえ地籍図訂正を２筆

（用地調査）

 建物２４棟、工作物１０戸等の調査算定

 解体費の算定に関するアスベストの調査を行い含有の恐れのある場合は試料採取し分析



家屋河川事業による 家屋個別移転に伴う３地区

【大口地区】 【仁万瀬地区】

【小松地区】

大口地区

仁万瀬地区

小松地区

国土地理院地図より引用



（本業務の特徴）【大貫地区】
 一級河川江の川改修事業の予定地

 堤防築堤による用地測量、用地調査

 同時発注の隣接業者（合計約10万㎡）と合同で対応

江の川用地測量他その２業務江の川用地測量他その３業務

江の川

国道261号線



 打合せ、立入準備、立会案内、境界立会等を調整

 土地調書と一筆図については重複者の場合纏めて作成

[立会案内、意向確認、立会箇所図]

[土地調書、一筆図]

（本業務の特徴）【大貫地区】



 この地区は氾濫により川からの砂が堆積しており既設杭が埋まっている

 境界点の復元測量では広い範囲を探す必要があり実際に杭をいくらか発見

 補償単価がない桑茶補償単価の作成

（本業務の特徴）【大貫地区】





 家屋河川事業による家屋個別移転に伴う３地区
 中国地方では初めての家屋個別移転の３地区10軒

※新聞記事でも・・・

（本業務の特徴）【大口・仁万瀬・小松地区】



家屋河川事業による 家屋個別移転に伴う３地区

【大口地区】 【仁万瀬地区】

【小松地区】

大口地区

仁万瀬地区

小松地区

国土地理院地図より引用



 JR敷地（旧JR三江線）あり

 地籍図訂正が発生

・国土調査（S60年）を基に境界立会

・境界に両者相違があるとの供述

・発注者及び江津市管財課地籍調査係

と協議を行い法務局の回答も得た

・地籍図訂正（江津市申請）となり、

それに伴い再立会、訂正資料の作成

（本業務の特徴）【大口・仁万瀬・小松地区】

地籍図訂正箇所



③苦労した点
短期間での立会準備から調書提出 【大貫地区】

 11/25 初回協議
 12/1 自治会長へ挨拶
 12/6 現地踏査（既設杭観測、本部・駐車場位置検討）
 12/17   立会案内資料提出（12/22発送） ※２社で約60名
 1/22 境界確認（地元在住）
 1/23     境界確認（地区外者、県外者） ※二日間で半分の約30名(2社)
 2/16 土地調書・土地調書添付図・物件調書 提出
※この間で、立会計画・準備、復元測量、官地立会、欠席者対応を実施

実質二ヶ月間
での作業



複数の専門担当者の配置
 【大貫地区】と合わせ､専門分野と地区を分け分担。担当者を各２名
配置。複数班対応可能な体制を整えた。

この業務の社会的なニーズに合わせ、社を上げて対応。

 それぞれ４地区の間で現地調査と立会が重ならないように計画、発注
者が中心となり日程調整を行った。

③工夫した点



③苦労した点・工夫した点
大貫地区の境界確認時での準備

 ２社間での重複者受け渡し計画、班体制、立会ルート等
 立会を円滑に行うため、立会者には「班別色の名札」を配布。

班色別の名札

[立会者の顔写真を撮影]



 当日準備機材（テント、ストーブ、飲み物、簡易トイレ、大型モニ
ター、バッテリー、ドローン等） ※２社で分担し用意

[本部の設営]

[立会前受発注者間確認状況] [立会状況]

[トイレの設置]

・手洗い場

[防寒対策]

・ストーブを設置

飲み物



 感染予防対策（検温、消毒、マスクの着用、受付につい立を設置等）

全体での説明を省き、各班毎でルート等を説明

 本部でも現地状況の確認が行える様、デジタル境界立会に近い方法も
準備、大型モニターでオルソ画像と復元点重ね図、航空写真・動画を
上映。説明用小型モニター２台で筆毎の境界点写真等を準備。

つい立

・消毒液
・マスク等

・検温器 [上空からの現地映像（事前撮影）
をモニターで上映]

バッテリー



画面が･･･！
割れた(;´Д｀)



◇用地調査において特殊な補償事例の実施

 「有機JASを認定取得する農業法人への補償」
に関する調査算定を実施

①対象物件の概要
 農業法人Aが管理・生産している桑園の土地及び物件の取得。
 対象とする桑園(全体約25万m2)のうち、江の川改修事業に伴い約３.８万m2が
潰れ地。

 当該法人は「有機農産物」(桑、大麦若葉、ケール、生姜、唐辛子、ねぎ）と
「有機加工食品」の有機JAS認証を取得。



②有機JAS認証について

 農林水産省の「有機食品の検査承認制度」で、農産物や

加工食品に表示される「有機JASマーク」は農薬や化学

肥料などの化学物質に頼らないことを基本として自然界

の力で生産された食品を表すもの。

 因みに桑の圃場及び加工場については、当該法人が全国

で初の有機JAS認証を取得されている。



③農業法人Aの有機農法への取り組み

お茶おいしかったです！

「道の駅サンピコごうつ」
で販売されてます！



④当該圃場にて栽培される桑の木の補償単価の作成

 聞き取りによる根拠資料の収集

有機JASの新規取得、その後の管理などについて当該法人から聞き取り調査を実施。

聞き取った内容を基に作業内容及び使用する有機肥料並びに使用する車両、機械、

農具について仕訳を行い、桑の育成経費を算出。併せてそれぞれの作業ごとの労働

時間について整理。

 補償単価表の作成

採用する数量、単価、数値並びに書式等については、上記の聞き取り内容等に基づ

き発注者との協議を複数回行い、その指示を受けて作成。



③苦労した点・工夫した点
感染症対策

 建物等の調査員は調査前には、検温、消毒、マスクの着用を実施。

 立会前に作業者全員「抗原検査」を実施し「陰性」確認を行った。

家屋の空中写真撮影
 個別移転者への思いで写真にと、ドローンにより上空からの撮影した
写真を成果品とは別に納品した。









④高評価の要因
① 準備時間が短い中での境界立会、土地調書・物件調書作成の早急対応

② 中国地方では初めての家屋個別移転の３地区10軒の、現地作業と成果作
成の早急対応（追加指示）

③ 技術者の知識と経験（桑茶補償単価の作成、現場の段取り、地籍図訂正）

④ 関係機関との密な打合せ（コミュニケーション）

⑤ 以上による信頼関係が築けた



⑤おわりに
 今回、一つの事業目標の達成に向け、行政サイド、受託業者、地元と
連携を取り合って、早期に契約、移転にたどり着くんだ！と強い気持
ちが、ひしひし伝わる業務でした。それぞれの立場でやるべきことを
明確化でき、一体感、やりがいを感じながら業務に携わることができ
たのを覚えています。

 最後になりましたが、業務を進めて行くに当たっては、発注者である
浜田河川国道事務所、江の川流域治水推進室及び江津市の各担当者、
島根県、地元地権者、桑茶生産組合、一緒に立会を行った大建CT様の
多大なるご協力・ご指導をいただいたことに改めてお礼申し上げます。



ご清聴ありがとうございました。




